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人
の
行
動
・
言
動
で
対
応
に
困
っ
て
い
る

こ
と
を
語
り
合
う　

●
対
象
＝
市
内
に
在

住
の
う
つ
病
や
統
合
失
調
症
な
ど
を
抱
え

る
人
の
家
族　

●
定
員
＝
8
人　

●
費

用
＝
無
料　

●
申
し
込
み
＝
7
月
28
日

㈫
ま
で
に
、
障
害
福
祉
課
（
☎
3
2
1
・

1
3
5
8
）
へ

障
害
者
就
労
相
談

●
日
時
＝
8
月
5
日
・
19
日
・
26
日
の
水

曜
日
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

●

会
場
＝
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
障
害

者
支
援
S
O
S
セ
ン
タ
ー
・
ば
る
ー
ん   

●
内
容
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
崎
の
職
員
に

よ
る
就
労
相
談　

●
対
象
＝
障
害
の
あ
る

人　

●
費
用
＝
無
料　

●
問
い
合
わ
せ
先

睡
眠
中
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い

夜
間
の
熱
中
症

　

気
温
や
湿
度
の
高
い
こ
の
時
期
は
、
昼

間
だ
け
で
な
く
、
夜
も
熱
中
症
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
熱
中
症
の
約
4
割

が
、
夜
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因
と
し

て
、
日
中
壁
な
ど
に
蓄
え
ら
れ
た
熱
が

徐
々
に
室
内
に
放
出
さ
れ
、
室
温
が
上
が

る
こ
と
、
睡
眠
中
は
水
分
補
給
が
で
き
ず

脱
水
状
態
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
気
付
い
た
と
き
に
は
重
症
化
し

て
い
る
こ
と
も
。
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
夜
間
の
熱
中
症

を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
対
策
を
心
が
け
な

が
ら
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課
健
康
づ
く
り

担
当
へ
。

夜
間
の
熱
中
症
対
策

●
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
部
屋
の

空
気
が
流
れ
る
よ
う
に
す
る　

●
水
分
補

給
を
忘
れ
ず
に
。
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
か

ら
と
控
え
ず
に
、
意
識
し
て
水
分
を
取
る

●
寝
間
着
や
シ
ー
ツ
は
通
気
性
が
良
く
、

汗
を
吸
っ
て
乾
き
や
す
い
物
に
す
る

特
定
不
妊
治
療
へ
助
成
し
ま
す

今
年
度
は
所
得
要
件
を
変
更

　

市
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
人
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
の
対
象
と
な
る
要
件

を
変
更
し
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、

助
成
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
上
、
健
康
課

母
子
保
健
担
当
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
と
な
る
人
＝
夫
婦
が
法
律
上
の
婚

姻
関
係
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
本
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
人
で
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
①
夫
婦
合
算
の

前
年
所
得
の
合
計
が
7
3
0
万
円
未
満
②

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

所
得
が
減
少
し
た
場
合
で
、
夫
婦
合
算
の

今
年
の
所
得
見
込
み
額
の
合
計
が
7
3
0

万
円
未
満
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
治
療
を
延
期
し
、
助
成
の
申

請
が
6
月
以
降
に
な
っ
た
場
合
で
、
夫
婦

合
算
の
前
々
年
の
所
得
の
合
計
が
7
3
0

万
円
未
満　

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年
を
支
え
る

家
族
の
つ
ど
い

●
日
時
＝
7
月
28
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

●
会
場
＝
市
役
所
14
階
141
会

議
室　

●
内
容
＝
参
加
者
同
士
の
交
流
会

●
対
象
＝
市
内
に
在
住
の
18
歳
以
上
で
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
家
族　

●
定

員
＝
8
人　

●
費
用
＝
無
料　

●
申
し
込

み
＝
7
月
22
日
㈬
ま
で
に
、
障
害
福
祉
課

（
☎
3
2
1
・
1
3
5
8
）
へ

こ
こ
ろ
の
病
を
抱
え
る
人
の

家
族
の
つ
ど
い

●
日
時
＝
7
月
30
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

●
会
場
＝
市
役
所
9
階
93
会

議
室　

●
内
容
＝
こ
こ
ろ
の
病
を
抱
え
る

＝
障
害
者
支
援
S
O
S
セ
ン
タ
ー
・
ば

る
ー
ん
（
☎
3
2
5
・
0
1
1
1
）

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に

お
む
つ
を
給
付
し
て
い
ま
す

　

市
は
、
在
宅
で
お
む
つ
で
の
排
せ
つ
を

主
と
す
る
、高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
、

お
む
つ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

1
か
月
に
1
〜
2
回
、
必
要
な
お
む
つ

を
市
指
定
の
委
託
業
者
が
配
達
し
ま
す
。

申
請
す
る
と
き
に
、
お
む
つ
の
種
類
と
値

段
を
見
て
、
委
託
業
者
を
7
社
か
ら
選
べ

ま
す
。
費
用
は
8
0
0
0
円
分
ま
で
は
無

料
、超
え
た
分
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
市
内
に
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
①
65
歳
以
上
で
要

介
護
認
定
か
、
身
体
の
状
況
が
認
定
に
相

当
す
る
②
身
体
障
害
者
手
帳
の
肢
体
不
自

由
1
・
2
級
③
療
育
手
帳
A
程
度 

―
― 

で

す
。
た
だ
し
、病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
、

介
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
対

象
外
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
65
歳
以
上
の
人
は
介

護
保
険
課
（
☎
3
2
1
・
1
2
5
0
）、

65
歳
未
満
の
人
は
障
害
福
祉
課
（
☎

3
2
1
・
1
2
4
5
）
へ
。

寄
せ
ら
れ
た
善
意

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
敬
称
略
）

中
居
地
区
婦
人
会
＝
2
万
円
、古
島
達
夫
・

典
子
＝
20
万
円
、
島
方
将
史
＝
不
織
布
マ

ス
ク
5
0
0
枚

健康課健康づくり担当 ☎027-381-6114

保健予防課 ☎027-381-6112
健康課母子保健担当 ☎027-381-6113

箕郷保健センター ☎027-371-9060

群馬保健センター ☎027-373-2764

吉井保健センター ☎027-387-1201
榛名・倉渕保健センター ☎027-374-4700

新町保健センター ☎0274-42-1241
問
い
合
わ
せ
先

磯
貝 

帆ほ
の
か花
ち
ゃ
ん

　

 

（
2
歳
の
女
の
子
）

お
歌
や
ダ
ン
ス
が

大
好
き
な
ほ
の
か
ち
ゃ
ん
。

す
な
お
で
優
し
い

お
ん
な
の
こ
に

そ
だ
っ
て
ね
。

市内の医療機関で受けられる各種検診

7 月 27日～ 8月 2日は肝臓週間
無料の肝炎検査を実施
　市は、肝炎ウイルスの検診と検
査を無料で行っています。
　肝炎ウイルスは、主に血液から
感染します。自覚症状がないまま
進行し、気付かないうちに肝硬変
や肝がんになることもあります。
もし感染しても、早期に発見して適切な治療を受ければ、
症状の悪化を防ぐことができます。今まで一度も検査を受
けたことがない人は、この機会に受けてください。
医療機関で受ける肝炎ウイルス検診
　対象は、今までに検査を受けたことがない 40～ 75 歳
の人です。実施医療機関で「健康づくり受診券」を使って
検査を受けられます。
　問い合わせは、健康課健康づくり担当へ。
市の肝炎ウイルス検査
　医療機関の検診の対象にならない人は、市総合保健セン
ターで検査を受けられます。検査を受けるには、事前に予
約が必要です。
　問い合わせは、保健予防課へ。

新型コロナウイルスの相談窓口

予防法などを知りたい人向け
●健康課（☎ 381-6113、☎ 381-6114）
　月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分
●厚生労働省の電話相談窓口（☎ 0120-565653）
　午前9時～午後 9時

発熱など気になる症状のある人向け

●発熱者受診相談センター（☎ 381-5000）
　月～金曜日　午前 9時 30分～午後 4時
●発熱者外来予約専用電話（☎ 381-6000）
　土・日曜日、祝日　午前 9時 30分～正午　
●市保健所
　保健予防課（☎ 381-6112）
　月～金曜日　午前 8時 30分～午後 9時
　市総合保健センター総合管理室（☎ 381-6123）
　夜間、土・日曜日、祝日　

　胸部（肺がん・結核）、大腸がん、胃がんや成人歯科
などの検診は、健康づくり受診券を使って、実施医療
機関で受けることができます（右表参照）。受診する場
合は、事前に実施医療機関に問い合わせてください。
　費用や実施医療機関など詳しくは、健康
課健康づくり担当に問い合わせてください。
市ホームページ (右記 ) でも確認できます。
8 月のミニがんセット検診を実施します
　市は、胸部（肺がん・結核）、大腸がん、胃がん（リスク）、
前立腺がんの 4つのがん検診が一度に受けられる「ミ
ニがんセット検診」を行っています。会場は、市総合
保健センター 2階健康検診センターです。受診には予
約が必要です。対象は右表で確認してください。
　申し込みは、健康課健康づくり担当へ。
●検診日＝ 8月 17日㈪・21日㈮・26日㈬・28日㈮  
●受付時間＝午後 2時～ 3時　●種類=①胸部（肺が
ん・結核）②大腸がん③胃がん（リスク）④前立腺が

ん   ●費用＝①③④ 500 円（①で喀
かくたん

痰検査の人は別途
500 円）② 800 円、70歳以上（①は 65歳以上）と生
活保護世帯・市民税非課税世帯の人は無料 

■検診項目と対象

市の新型コロナ対策の特設サイト▶

検診項目 対象年齢と性別
成人歯科健診 30・40・50・60・70歳
胸部（肺がん・結核）検診

40歳以上
大腸がん検診

胃がん（内視鏡）検診 40・45歳、50歳以上で、前年度に市
の検診を受けていない人

胃がん（リスク）検診 40・45歳、50歳以上で、平成29年度
以降に市の検診を受けていない人

前立腺がん検診 50歳以上の男性

子宮がん検診 20歳以上の女性（30・35歳で希
望者はHPV検査が受けられます）

乳がん検診 40歳以上の女性で、前年度に市の
検診を受けていない人

骨量検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

健康づくり受診券を使って受診できます


